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第51 号

●
八
月
臨
時
会
の
概
要
● 
 

 
 

日
に

で決
、

い
て

 

し
、

 

平
成
十
九
年
第
四
回
臨
時
会
は
八
月
二

十
日
に
召
集
。
議
員
提
出
議
案
二
件
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可

ま
し
た
。

決
と
し●

九
月
定
例
会
の
概
要
● 

平
成
十
九
年
第
五
回
定
例
会
は
九
月
三

招
集
。
同
月
二
十
八
日
ま
で
の
会
期

、
市
長
提
出
議
案
十
七
件
、
議
員
提
出
議

案
二
件
、
請
願
二
件
、
陳
情
一
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
案
に

つ
い
て
十
七
件
を
原
案
可
決
、
一
件
を
否

一
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
請
願

に
つ
い
て
は
二
件
と
も
不
採
択
、
陳
情
に
つ

は
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
十
一
名
の
議
員
が
登
壇

市
長
の
政
治
姿
勢
、
行
財
政
改
革
、
福

祉
行
政
、
観
光
行
政
、
農
業
行
政
、
人
口
増

対
策
等
に
関
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

主

な

掲

載

内

容 

◎◎◎◎◎◎

緊

急

質

問
・
・
・
Ｐ
６ 

◎ 

可

決

さ

れ

た

決

議

案
・
・
・
Ｐ
６ 

 

議

案

審

議

結

果
・
・
・
Ｐ
２ 

 
 

 

一

般

質

問
・
・
・
Ｐ
２
～
５ 

 

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
・
・
・
Ｐ
５ 

 
 

 

可

決

さ

れ

た

意

見

書
・
・
・
Ｐ
５ 

 

行

政

報

告
・
・
・
Ｐ
６ 
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一 

般 

質 

問 

九
月
十
・
十
一
・
十
二
日
に
十
一
名

の
議
員
が
登
壇
し
勁
市
長
の
政
治
姿

勢
を
は
じ
め
勁
市
政
全
般
に
わ
た
勡

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
勂 

議
案
審
議
結
果 

第
四
回
臨
時
会(

八
月)

・
第
五
回
定

例
会
厑
九
月
厒
で
審
議
さ
れ
た
議
案

の
概
要
と
結
果 

●
全
会
一
致
で
可
決 

■
賛
成
多
数
で
可
決 

▲
賛
成
少
数
で
否
決 

 

条 

例 

関 

係 

 

＊
第
五
回
定
例
会
厑
九
月
厒 

●
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て 

(

郵
政
民
営
化
に
伴
う
も
の) 

●
西
都
市
職
員
退
職
手
当
支
給
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

(

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
改
正

に
伴
う
も
の) 

●
西
都
市
見
舞
金
支
給
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

(

見
舞
金
の
支
給
対
象
䣬
支
給
額
の

変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の) 

●
西
都
市
有
償
運
送
自
家
用
自
動

車
運
行
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て 

(

銀
鏡
線
バ
ス
に
つ
い
て
一
般
乗
合

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
運
行

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
条
例
を
廃

止
す
る
も
の) 

 

予 

算 

関 

係 

*

第
五
回
定
例
会(

九
月) 

■
平
成
十
九
年
度
西
都
市
一
般
会

計
予
算
補
正
䦼
第
二
号
䦽
に
つ
い
て 

(

総
務
費
䣬
衛
生
費
な
ど
総
額
六
億

七
千
三
十
六
万
千
円
の
増
額
補
正) 

●
平
成
十
九
年
度
西
都
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
䦼
第
一

号
䦽
に
つ
い
て 

(

公
債
費
な
ど
総
額
五
十
万
円
の
減

額
補
正) 

■
平
成
十
九
年
度
西
都
市
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算
補
正
䦼
第
二
号
䦽

に
つ
い
て 

(

繰
出
金
な
ど
総
額
三
千
百
十
二
万

九
千
円
の
増
額
補
正) 

●
平
成
十
九
年
度
西
都
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

(

第
一
号)

に
つ
い
て 

(

農
業
集
落
排
水
事
業
費
に
八
十
万

円
の
増
額
補
正) 

■
平
成
十
九
年
度
西
都
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正(

第
一

号)

に
つ
い
て 

(

諸
支
出
金
な
ど
総
額
一
億
七
千
六

百
二
十
一
万
千
円
の
増
額
補
正) 

●
平
成
十
九
年
度
西
都
児
湯
障
害

認
定
審
査
会
特
別
会
計
予
算
補
正

䦼
第
一
号
䦽
に
つ
い
て 

(

諸
支
出
金
な
ど
総
額
三
百
三
十
四

万
八
千
円
の
増
額
補
正) 

●
平
成
十
九
年
度
西
都
市
一
般
会

計
予
算
補
正
䦼
第
三
号
䦽
に
つ
い
て 

(

総
務
費
䣬
衛
生
費
に
総
額
二
百
三

十
五
万
九
千
円
の
増
額
補
正) 

そ 

の 

他 

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て(

鈴
木
紀
彦
氏 

再
任) 

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

 

・
妻
法
元
壱
町
畑
線 

●
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て 

▲
市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て 
(

保
育
所
民
営
化
に
伴
う
妻
保
育
所

施
設
及
び
工
作
物
等
の
無
償
譲
渡) 

■
市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い

て 
(

保
育
所
民
営
化
に
伴
う
穂
北
保
育

所
施
設
及
び
工
作
物
等
の
無
償
譲

渡) 
  
 

議
員
提
出
議
案 

 

 

＊
第
四
回
臨
時
会
厑
八
月
厒 

●
宮
崎
県
西
都
土
木
事
務
所
の
存

続
を
求
め
る
意
見
書
䦼
案
䦽
の
提
出

に
つ
い
て 

●
中
野
勝
議
員
の
議
員
辞
職
を
求

め
る
勧
告
決
議
䦼
案
䦽
に
つ
い
て 

 

＊
第
五
回
定
例
会
厑
九
月
厒 

●
西
都
市
議
会
情
報
公
開
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て 

(

郵
政
民
営
化
法
の
施
行
等
に
伴
う

も
の) 

●
台
風
災
害
等
に
係
る
早
期
水
稲

被
害
農
家
の
救
済
措
置
を
求
め
る

意
見
書
䦼
案
䦽
の
提
出
に
つ
い
て 

 

西
都
に
移
住
さ
れ
た
方
々
と
の
意

見
交
換
会
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

市
民
の
会 

中
野 

勝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問
① 

川
仲
島
公
園
の
河
川
駐
車

場
に
通
じ
る
道
路
が
急
勾
配
䣭
緩

や
か
な
勾
配
に
は
出
来
な
い
の
か
䣭 

答 

県
に
要
望
し
た
が
河
川
法
で

出
来
な
い
と
の
回
答
䣭
従
䤌
て
䣬

従
来
通
り
大
型
バ
ス
の
進
入
が 

難
し
い
の
で
協
力
を
願
い
た
い
䣭 

問
② 

山
角
橋
下
の
広
場
に
通
じ

る
道
路
の
勾
配
は
緩
や
か
で
あ
る
䣭

同
じ
二
級
河
川
で
ど
う
違
う
の
か
䣭 

答 

堤
防
の
厚
み
と
䣬
川
幅
を
変

え
な
い
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば

可
能
で
あ
る
が
財
政
的
に
難
し
い
䣭 

問
③ 

川
幅
の
事
は
川
床
を
整
備

す
る
事
で
対
応
で
き
る
䣭
川
仲
島

の
道
路
の
勾
配
は
山
角
橋
下
の
広

場
に
通
じ
る
道
路
の
約
二
・
六
倍

の
十
三
・
八
％
で
あ
る
䣭 

答 

再
度
県
に
要
望
を
す
る
䣭 

問
④ 

杉
安
公
園
流
水
プ
䤢
ル
の

規
則
で
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
の
間
に
䣬
昼
一
時
間
は
閉

鎖
す
る
䣭
利
用
者
か
ら
䣬
通
し
で

利
用
出
来
る
よ
う
な
要
望
が
あ
る
䣭 

答 

プ
䤢
ル
の
安
全
点
検
と
監
視

員
の
集
中
力
持
続
の
為
䣬
休
憩
時

間
の
確
保
は
必
要
で
あ
る
䣭 

問
⑤ 

来
年
の
夏
ま
で
に
結
論
を
䣭 

答 

休
憩
時
間
を
含
め
検
討
す
る
䣭 

問
⑥ 

西
都
移
住
者
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
す
る
考
え
は
䣭 

答 

人
口
増
対
策
は
本
市
の
活
性

化
対
策
で
重
要
な
課
題
で
あ
り
早

急
に
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
䣭 

 

市
民
協
働
型
社
会
の
構
築
と
保
育

所
民
営
化
に
つ
い
て 

 
 
 
 
  

新
風
会 

田
爪
淑
子 

 
 
 
 
  

 

問
① 

市
民
協
働
の
望
ま
し
い
あ

り
方
を
お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

今
ま
で
の
行
政
主
導
の
体
制

を
改
め
䣬
市
民
と
行
政
が
目
的
を 

共
有
し
䣬
対
等
な
立
場
で
連
携
し

て
取
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
䣭 

問
② 

市
民
協
働
推
進
委
員
会
の

活
動
内
容
や
取
り
組
み
の
現
状
を

お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

講
演
会
へ
の
参
加
や
先
進
地

事
例
研
修
に
取
組
み
䣬
今
年
中
に

活
動
支
援
セ
ン
タ
䤢
を
設
置
す
る
䣭 

問
③ 

昨
年
創
設
さ
れ
た
䣲
市
民

提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助

金
䣳
の
活
用
状
況
を
尋
ね
た
い
䣭 

答 

昨
年
の
実
績
は
五
十
五
万
円

に
と
ど
ま
䤌
た
䣭
本
年
度
の
問
い

合
わ
せ
は
十
件
程
度
来
て
い
る
が

申
請
は
さ
れ
て
い
な
い
䣭 

問
④ 

予
算
に
対
し
て
実
績
数
が
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少
な
い
の
は
要
綱
や
助
成
額
割
合

が
利
用
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
䣭 

答 
市
民
協
働
を
進
め
る
た
め
に

少
し
割
合
負
担
を
少
な
く
し
て
推

進
を
図
り
た
い
䣭 

問
⑤ 

保
育
所
民
営
化
に
つ
い
て

受
託
法
人
の
選
考
方
法
と
基
準
を

お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

選
考
委
員
会
に
お
い
て
䣬
応

募
法
人
の
書
類
の
審
査
䣬
面
接
審

査
及
び
現
地
審
査
を
実
施
し
䣬
各

委
員
の
審
査
合
計
点
を
基
本
に
決

定
し
た
䣭 

問
⑥ 

請
願
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

へ
の
見
解
を
お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

平
成
二
十
年
四
月
の
移
管
へ

向
け
て
話
し
合
い
を
し
て
い
く
䣭 

 

本
市
の
情
報
発
信
と
公
共
施
設
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を 

 
 

真
政
２
１ 

井
上
照
也 

 
 
 
 
 
 
  

 

問
① 

全
国
的
に
宮
崎
ブ
䤢
ム
が

続
い
て
い
る
今
䣬
都
市
圏
に
於
い

て
䣬
西
都
を
集
中
的
に
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
で
あ
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
䣭 

答 

様
々
な
広
告
媒
体
を
活
用
し
䣬

民
間
企
業
と
も
連
携
し
て
䣬
効
果

的
な
発
信
を
拡
大
し
て
い
く
䣭 

問
② 

来
年
は
市
制
施
行
五
十
周

年
で
あ
る
䣭
記
念
事
業
と
し
て
市

民
参
加
の
公
開
放
送
を
通
し
て
䣬

全
国
に
西
都
を
発
信
し
て
は
ど
う

か
考
え
を
伺
い
た
い
䣭 

答 

䣲
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
䣳
他
二

本
の
番
組
化
の
要
請
を
し
た
䣭 

問
③ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
䣲
鶴

瓶
の
家
族
に
乾
杯
䣳
の
放
送
で
䣬

本
市
の
発
信
を
考
え
て
は
䣭 

答 

極
力
䣬
放
送
実
現
化
に
向
け

て
䣬
誘
致
活
動
を
進
め
て
い
く
䣭 

問
④ 

本
市
の
救
急
業
務
の
現
況

を
伺
い
た
い
䣭 

答 

昨
年
の
救
急
搬
送
は
千
二
百

件
䣬
内
六
十
二
％
は
高
齢
者
で
あ

る
䣭 

問
⑤ 

現
在
䣬
本
市
の
救
急
医
療

体
制
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
䣭
心
肺
停
止
時
に
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
䣲
自
動
体
外
式
除
細
動

器
䣳
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
小
中
学
校
や
体
育

施
設
等
の
公
共
施
設
に
設
置
す
べ

き
で
あ
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
䣭 

答 

特
に
心
肺
停
止
時
に
は
䣬
救

急
救
命
士
の
到
着
ま
で
に
早
急
の

応
急
措
置
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
䣭

財
政
的
に
厳
し
い
が
䣬
来
年
度
中

に
䣬
ま
ず
市
内
全
て
の
小
中
学
校

へ
の
配
置
を
考
え
て
い
る
䣭 

          

市
町
村
合
併
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

市
民
ク
ラ
ブ 

浜
砂
松
生  

 
  

 

問
① 

橋
田
市
政
と
な
䤌
て
二
年

半
が
経
過
し
た
が
䣬
市
長
は
児
湯

郡
と
の
合
併
を
公
約
と
し
て
当
選

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
䣭
そ
の
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

な
䤌
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
䣭 

答 

児
湯
郡
䣬
宮
崎
市
と
の
合
併 

・
自
立
の
三
つ
の
方
向
を
視
野
に

入
れ
て
䣬
当
面
は
児
湯
地
域
と
の

合
併
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め

る
と
い
う
こ
と
で
䣬
児
湯
郡
内
の

各
首
長
と
協
議
を
し
て
き
た
が
䣬

一
昨
年
は
䣲
冷
却
期
間
を
置
い
た

方
が
よ
い
䣳と
い
う
意
見
が
あ
り
䣬

昨
年
は
䣲
も
う
少
し
時
間
を
か
け

て
議
論
し
た
い
䣳
と
の
共
通
し
た

認
識
が
あ
り
䣬
そ
の
後
協
議
は
す

す
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
䣭 

問
② 

県
が
打
ち
出
し
て
い
る
䣬 

望
ま
し
い
合
併
構
想
と
し
て
䣬
当

面
䣬
西
都
市
と
西
米
良
村
と
の
合

併
䣬
あ
る
い
は
将
来
の
望
ま
し
い

構
想
と
し
て
の
児
湯
郡
全
体
の
合

併
に
つ
い
て
䣬
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
䣭 

答 

構
想
の
中
の
䣬
望
ま
し
い
市

町
村
と
な
る
た
め
の
組
み
合
わ
せ

で
䣬
西
都
市
と
児
湯
郡
の
組
み
合

わ
せ
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
䣬
生
活
圏
や
広
域
行
政
な
ど
の

視
点
か
ら
県
が
検
討
し
た
結
果
で

あ
り
䣬
望
ま
し
い
組
み
合
わ
せ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
䣭 

 

違
法
な
納
税
奨
励
金
は
廃
止
す
べ

き
で
は
な
い
か 

 
 
 

市
民
ク
ラ
ブ 

野
村
隆
志 

 

問
① 

納
税
組
合
奨
励
金
の
廃
止

が
二
年
延
長
さ
れ
た
が
䣬
神
奈
川

県
の
違
法
判
決
以
来
各
地
で
住
民

監
査
請
求
や
返
還
の
請
求
が
起
き

て
い
る
の
に
何
故
延
長
す
る
の
か
䣭 

納
税
組
合
員
は
納
税
者
の
四
割
䣬

そ
の
内
八
割
は
口
座
振
替
䣬
残
り

二
割
の
内
三
割
が
組
合
長
が
徴
収

し
て
い
る
䣭
そ
の
た
め
に
年
間
三

千
万
円
近
い
奨
励
金
が
支
払
わ
れ

て
い
る
䣭
今
年
度
で
廃
止
す
べ
き

だ
䣭 

答 

組
合
員
の
存
続
要
望
が
強
い

の
で
延
期
し
た
䣭 

 

問
② 

工
業
団
地
を
計
画
中
と

聞
く
が
䣬
サ
ン
グ
リ
䤢
ン
団
地
は

買
収
か
ら
売
却
ま
で
十
六
年
経
ち
䣬

十
二
億
三
千
万
投
資
し
て
六
億
一

千
万
で
売
却
し
た
䣭
買
収
し
た
三

社
の
従
業
員
は
百
三
十
九
名
䣭
西

都
市
民
は
四
十
九
名
䣭
企
業
は
必

要
な
人
材
を
雇
用
す
る
の
で
あ
䤌

て
誘
致
先
の
住
民
を
雇
用
す
る
の

で
は
な
い
䣭
四
十
二
ヘ
ク
タ
䤢
ル

整
備
計
画
の
様
だ
が
䣬
三
十
億
近

い
投
資
が
必
要
で
あ
り
財
政
状
況

や
県
内
各
地
の
工
業
団
地
が
塩
漬

で
苦
慮
し
て
い
る
現
状
で
は
無
謀

な
計
画
だ
䣭
夕
張
で
犠
牲
に
な
䤌

た
の
は
䣬
計
画
を
実
行
し
た
市
長

や
議
員
で
な
く
市
民
で
あ
り
䣬
二

の
舞
に
な
る
の
で
は
な
い
か
䣭 

答 

県
か
ら
大
規
模
団
地
開
発
の

要
望
や
農
業
・
建
設
業
な
ど
厳
し

い
状
況
に
対
応
す
る
新
た
な
受
皿

と
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
䣭 

 

地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

市
政
会 

内
藤
邦
弘  

 
  

 

問
① 

現
在
䣬
地
元
商
店
街
は
䣬

郊
外
に
市
外
資
本
の
中
型
店
や
コ

ン
ビ
ニ
の
出
店
が
相
次
ぎ
衰
退
の

一
途
を
た
ど
䤌
て
い
る
䣭さ
ら
に
䣬

年
末
に
は
二
十
四
時
間
ス
䤢
パ
䤢

の
出
店
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
䣭

こ
の
ま
ま
で
は
䣬
地
元
商
店
街
の

崩
壊
に
と
ど
ま
ら
ず
䣬
昔
よ
り
培

わ
れ
て
き
た
文
化
の
破
壊
に
つ
な

が
る
䣭
市
外
資
本
の
大
型
店
の
出

店
に
際
し
何
ら
か
の
法
的
規
制
は

掛
け
ら
れ
な
い
の
か
䣭 

答 

都
市
計
画
法
な
ど
の
法
的
条

件
を
ク
リ
ア
し
て
い
れ
ば
規
制
を

掛
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
䣭 

問
② 

規
制
が
困
難
で
あ
れ
ば
䣬

埼
玉
県
上
尾
市
で
制
定
さ
れ
て
い

る
䣲
商
業
の
振
興
に
関
す
る
基
本

条
例
䣳
の
よ
う
な
䣬
大
規
模
小
売

店
・
中
規
模
小
売
店
に
䣬
一
䣬
地

域
社
会
の
活
性
化
対
策 

二
䣬
地

域
に
お
け
る
雇
用
対
策 

三
䣬
ご

み
の
減
量
と
そ
の
他
の
環
境
対
策 

救急時に威力を発揮するＡＥＤ 
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四
䣬
防
犯
対
策 

五
䣬
青
少
年
の

非
行
防
止
対
策 

六
䣬
防
災
対
策 

七
䣬
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
事
項
な
ど
の
䣬
地
域
の
構
成
員

と
し
て
最
低
限
の
䣲
地
域
貢
献
䣳

を
求
め
䣬
毎
年
度
地
域
貢
献
計
画

書
の
作
成
と
提
出
を
義
務
化
し
た

内
容
の
条
例
は
制
定
で
き
な
い
の

か
䣭 

答 

お
示
し
い
た
だ
い
た
䣲
地
域

貢
献
䣳
を
求
め
る
よ
う
な
も
の
も

一
考
と
し
て
䣬
商
工
会
議
所
や
商

工
会
䣬
地
元
商
店
街
と
研
究
し
て

い
く
䣭 

 

災
害
対
策
と
人
口
増
対
策
に
つ
い

て 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

新
風
会 

兼
松
道
男 

 

 

問
① 

松
田
地
区
䣬
下
尾
筋
地
区

䦼
消
防
署
周
辺)

䣬
鳥
子
地
区
䣬
田

中
地
区
の
第
三
団
地
周
辺
䣬
清
水

地
区
は
大
雨
の
度
に
冠
水
䣬床
上
䣬

床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
る
䣭
原

因
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
䣭 

答 

原
因
と
し
て
は
山
路
川
下
流

の
左
岸
側
は
無
堤
地
区
で
あ
り
䣬

ま
た
鳥
子
川
は
逆
流
防
止
の
た
め

樋
門
を
閉
め
る
こ
と
に
な
り
内
水

に
よ
る
氾
濫
が
発
生
す
る
も
の
と

思
う
䣭
冠
水
対
策
と
し
て
県
で
は

本
年
度
よ
り
三
財
川
本
川
の
抜
本

的
な
河
川
改
修
事
業
を
十
五
年
間

か
け
て
総
事
業
費
七
十
二
億
円
を

投
入
し
䣬
低
水
路
の
拡
幅
並
び
に

堆
積
土
砂
の
排
除
等
の
整
備
に
着

手
す
る
と
聞
い
て
い
る
䣭
こ
の
河

川
改
修
事
業
は
長
期
に
亘
る
も
の

で
䣬
必
要
な
ら
ば
上
流
域
に
あ
る

溜
池
等
の
利
活
用
の
検
討
を
要
望

し
て
い
き
た
い
䣭 

問
② 

人
口
増
対
策
に
つ
い
て
䣭 

県
の
中
心
で
あ
る
宮
崎
市
と
距
離

的
に
近
い
西
都
は
安
い
土
地
を
活

か
し
て
住
宅
政
策
を
思
い
切
䤌
て

打
ち
出
し
䣬
西
都
か
ら
宮
崎
へ
通

勤
出
来
る
条
件
を
整
え
る
べ
き
で
䣬

可
能
な
限
り
安
く
住
宅
建
設
が
出

来
る
様
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と

思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
䣭 

答 

民
間
住
宅
団
地
開
発
支
援
制

度
を
活
用
し
た
住
宅
建
設
を
し
て

お
り
今
年
度
七
区
画
の
団
地
開
発

一
件
の
認
定
を
行
い
䣬
こ
れ
ま
で

五
件
の
支
援
認
定
を
行
䤌
て
い
る
䣭 

 

早
期
水
稲
被
害
の
対
応
と
今
後
の

農
業
施
策
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

政
友
会 

荒
川
敏
満  

 
  

 

問
① 

今
年
の
早
期
水
稲
被
害
に

重
み
を
置
き
䣬
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
䣭 

答 

今
年
出
荷
さ
れ
た
玄
米
三
十

ｋ
ｇ
当
り
百
円
䣬
総
額
千
二
百
万

円
の
助
成
を
す
る
䣭
ま
た
䣬
Ｊ
Ａ

西
都
と
協
力
し
て
䣲
西
都
市
農
業

災
害
資
金
利
子
補
給
制
度
䣳
を
打

ち
出
し
た
䣭 

問
② 

県
の
䣲
災
害
緊
急
支
援
資

金
利
子
補
給
事
業
䣳
は
貸
付
対
象

者
が
絞
ら
れ
す
ぎ
で
は
な
い
の
か
䣭 

答 

貸
付
条
件
は
厳
し
い
が
䣬
調

査
し
て
要
望
し
て
い
き
た
い
䣭 

問
③ 

今
回
の
よ
う
な
災
害
で
も

共
済
金
が
支
給
で
き
る
よ
う
に
働

き
か
け
共
済
制
度
の
見
直
し
を
求

め
て
も
ら
い
た
い
䣭 

答 

国
䣬
県
に
要
望
し
た
が
現
在

の
所
は
具
体
的
な
対
策
は
示
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
䣭 

問
④ 

米
の
仮
渡
金
制
度
が
変
わ

る
と
聞
く
が
本
県
で
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
伺
い
た
い
䣭 

答 

全
農
に
加
盟
し
て
い
る
Ｊ
Ａ

が
対
象
に
な
る
の
で
は
と
思
う
が

県
内
の
Ｊ
Ａ
は
す
ぐ
に
取
り
入
れ

る
事
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
䣭 

問
⑤ 

今
年
の
場
合
も
含
め
て
一

等
米
の
比
率
が
落
ち
て
き
て
い
る
䣭

栽
培
技
術
䣬
品
種
改
良
も
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
䣭 

答 

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
䤢
等

で
検
討
䣬
研
究
を
行
い
䣬
普
及
さ

せ
る
取
り
組
み
を
や
る
べ
き
だ
と

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
䣭 

         

観
光
行
政
と
岩
乃
鶴
酒
造
に
つ
い

て 

 
 
 
 
 

政
友
会 

井
上 

司 

 

問
① 

記
紀
の
道
の
整
備
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

記
紀
の
道
は
都
萬
神
社
よ
り

西
都
原
に
至
る
史
跡
や
伝
承
地
を

結
ぶ
路
線
と
し
て
位
置
づ
け
䣬
平

成
十
七
年
か
ら
二
十
七
年
度
に
か

け
て
計
画
し
䣬
稚
児
䤡
池
ボ
䤢
ト

乗
り
場
か
ら
逢
初
川
源
流
ま
で
の

七
百
五
十
メ
䤢
ト
ル
を
一
工
区
と

し
て
䣬
設
計
が
完
了
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
䣬
本
年
度
は
稚
児
䤡
池
北

側
の
逢
初
川
流
末
約
五
十
メ
䤢
ト

ル
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
䣭 

問
② 

日
向
国
分
寺
の
発
掘
調
査

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

十
二
年
間
の
調
査
結
果
に
よ

り
䣬
講
堂
跡
䣬
中
門
跡
䣬
西
門
跡
䣬

回
廊
跡
䣬
又
回
廊
の
外
側
に
巡
ら

さ
れ
た
区
画
溝
が
確
認
さ
れ
䣬
ま

た
䣬
布
目
瓦
や
土
師
器
䣬
須
恵
器

等
の
土
器
類
が
出
土
し
た
䣭 

問
③ 

五
智
如
来
の
謂
れ
を
知
䤌

て
い
る
か
お
尋
ね
し
た
い
䣭 

答 

五
つ
の
知
恵
を
五
体
の
如
来

に
あ
て
は
め
た
金
剛
界
五
仏
の
こ

と
で
あ
る
䣭
日
向
の
地
を
訪
れ
た

木
喰
上
人
が
五
仏
を
作
像
さ
れ
た
䣭

中
で
も
薬
師
如
来
が
人
々
の
病
に

応
じ
て
薬
を
施
し
救
う
仏
様
で
あ

䤌
た
と
聞
く
䣭 

問
④ 

岩
乃
鶴
酒
造
で
の
地
元
農

産
物
活
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
䣭 

答 

岩
乃
鶴
酒
造
は
地
元
貢
献
を

活
用
し
た
果
実
酒
工
房
が
計
画
さ

れ
て
い
る
䣭 

 

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
洪
水
対
策

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

公
明
党 

吉
野
元
近 

 

問
① 

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ

い
て
䣬
三
点
伺
い
た
い
䣭
イ
䣬
平

成
十
五
年
度
か
ら
の
受
給
者
数
と

受
給
額
の
推
移
と
問
題
点
䣭
ロ
䣬

平
成
二
十
年
度
か
ら
の
支
給
方
法

に
つ
い
て
䣭
ハ
䣬
受
給
者
へ
の
今

後
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
䣭 

答 

イ
䣬
児
童
数
は
減
䤌
て
い
る

の
に
受
給
者
及
び
総
支
給
額
は

年
々
増
え
て
き
て
い
る
䣭
問
題
点

と
し
て
は
䣬
本
当
に
困
䤌
て
い
る

方
に
救
援
の
手
を
差
し
延
べ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
䣬
そ
う
で
な
い

方
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
䣭
今
後

は
䣬
見
極
め
る
努
力
を
し
た
い
䣭

ロ
䣬
一
部
減
額
に
な
り
非
常
に
厳

し
く
な
る
と
理
解
を
し
て
い
る
䣭

制
度
は
今
後
検
討
で
き
る
部
分
も

あ
る
䣭
尚
䣬
八
才
未
満
の
子
供
の

い
る
母
子
家
庭
や
母
親
に
障
害
が

あ
る
世
帯
に
対
し
て
䣬
減
額
措
置

は
し
な
い
と
の
検
討
が
現
在
さ
れ

て
い
る
䣭
ハ
䣬
県
で
は
支
援
策
も

立
て
て
い
る
䣭
そ
の
な
か
で
䣬
母

子
自
立
支
援
員
二
人
を
西
都
・
児

甚大な被害が出た早期水稲 



 
5 

請
願
咼
陳
情
吼 

 
 
 
 

審
査
結

果 
 

可
決
吤
れ
吭 

意
見
書 

湯
の
二
万
人
の
児
童
に
充
て
て
い

る
䣭
今
後
と
も
母
子
家
庭
へ
の
支

援
の
充
実
を
訴
え
る
䣭 

問
② 
鳥
子
川
や
山
路
川
の
洪
水

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
䣭 

答 

鳥
子
川
に
対
し
て
は
䣬
本
年

度
中
に
河
床
の
整
備
を
す
る
䣭
又

強
制
排
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
䣬

国
へ
要
望
し
て
い
く
䣭
山
路
川
に

対
し
て
は
䣬
左
岸
堤
防
の
築
堤
を

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
䣭 

 

西
都
救
急
病
院
の
医
師
確
保
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

共
産
党 

狩
野
保
夫 

 

問
① 

今
年
の
住
宅
防
音
工
事
着

工
が
遅
れ
て
い
る
原
因
と
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
䣭 

答 

工
事
が
遅
れ
て
い
る
原
因
は
䣬

地
域
性
を
考
慮
し
た
詳
細
な
調
査

を
実
施
し
た
こ
と
や
エ
ア
コ
ン
の

能
力
設
定
を
見
直
す
な
ど
䣬
住
宅

防
音
工
事
の
制
度
上
の
問
題
点
を

再
検
討
し
た
こ
と
に
あ
る
䣭
本
年

度
は
約
百
七
十
世
帯
を
予
定
し
て

お
り
䣬
十
月
中
旬
に
は
工
事
に
着

工
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
䣭 

問
② 

西
都
市
西
児
湯
医
師
会
立

西
都
救
急
病
院
は
䣬
医
師
不
足
に

よ
䤌
て
大
変
厳
し
い
事
態
に
直
面

し
て
い
る
䣭
医
師
確
保
の
現
状
及

び
赤
字
体
質
を
解
決
す
る
た
め
の

西
都
児
湯
の
自
治
体
と
の
合
意
形

成
を
図
る
た
め
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
䣭 

答 

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
䣬
あ

ら
ゆ
る
方
法
䣬
機
会
を
利
用
し
て

努
力
し
て
い
る
が
ま
だ
決
ま
䤌
て

い
な
い
䣭
休
日
・
夜
間
の
救
急
医

療
に
対
す
る
赤
字
部
分
に
つ
い
て

は
西
都
児
湯
の
各
自
治
体
で
応
分

の
負
担
を
し
て
き
た
䣭
今
後
も
応

分
の
負
担
と
い
う
考
え
方
を
堅
持

し
て
西
都
医
師
会
病
院
を
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
䣭 

問
③ 
山
角
橋
下
流
に
土
砂
が
堆

積
す
る
原
因
の
解
明
と
抜
本
的
な

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
䣭 

答 

早
急
に
県
と
協
議
を
図
り
要

望
し
た
い
䣭 

  

西
都
市
公
立
保
育
所
民
営

化
計
画
に
か
か
る
請
願 

請 

願 

者

 
 
 

西
都
市
市
立
妻
保
育
所 

保
護
者 

本
部 

智
也 

審
査
結
果 

不
採
択 

 

西
都
市
公
立
保
育
所
民
営

化
計
画
に
か
か
る
請
願 

請 

願 

者

 
 

西
都
市
市
立
穂
北
保
育
所 

保
護
者
代
表 

中
西 

克
守 

審
査
結
果 

不
採
択 

国
の
通
達
ど
お
り
振
動
障

害
者
を
公
正
迅
速
に
救
済

す
る
意
見
書
を
求
め
る
陳

情 陳 

情 

者

 
 

宮
崎
県
建
設
農
林
労
働
組
合 

執
行
委
員
長 

井
園 

安
男 

副
執
行
委
員
長 

酒
井 

忠
雄 

審
査
結
果 

継
続
審
査 

 

宮
崎
県
西
都
土
木
事
務
所

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

(

要
旨) 

 

宮
崎
県
行
財
政
改
革
推
進
本
部

会
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
䣲
宮
崎

県
行
財
政
改
革
大
綱
䣳
に
お
け
る

経
営
改
革
の
中
に
西
都
・
児
湯
地

域
の
土
木
事
務
所
の
統
合
再
編
も

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
䤌
た
䣭
こ
の
こ
と
は
䣬
少
子
高

齢
化
䣬
過
疎
化
が
進
行
し
䣬
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
業
も
相
次
ぐ
自

然
災
害
等
で
経
済
的
基
盤
が
脆
弱

に
な
䤌
て
い
る
本
市
に
と
䤌
て
䣬

看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要

な
問
題
で
あ
る
䣭 

 

本
市
で
は
䣬
平
成
九
年
に
西
都

保
健
所
が
高
鍋
保
健
所
へ
統
合
さ

れ
て
い
る
が
䣬
当
時
本
市
議
会
が

存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
中
で
懸

念
し
た
と
お
り
䣬
現
に
地
域
の
活

性
化
や
地
域
住
民
の
健
康
管
理
䣬

保
健
衛
生
面
等
に
重
大
な
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
䣭 
 

さ
ら
に
䣬
今
回
䣬
管
轄
す
る
道

路
や
河
川
等
の
社
会
基
盤
施
設
の

整
備
や
管
理
運
営
等
を
担
い
䣬
地

域
住
民
の
䣲
安
全
・
安
心
・
快
適
䣳

な
生
活
や
地
域
の
䣲
経
済
向
上
䣳

を
目
指
し
て
䣬
業
務
を
遂
行
し
て

い
る
西
都
土
木
事
務
所
が
高
鍋
土

木
事
務
所
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
䣬
幹
線
道
路
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
県
平
均
以
下
の
整

備
・
改
良
率
で
あ
る
国
道
二
一
九

号
の
整
備･

改
良
や
河
川
改
修
な

ど
の
基
盤
整
備
は
も
と
よ
り
䣬
維

持
管
理
・
災
害
時
等
の
迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
な
ど
䣬
地
域
住
民
の

ニ
䤢
ズ
に
十
分
応
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ

れ
䣬
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
䣭 

 

危
機
的
な
財
政
状
況
の
も
と
で
䣬

多
様
化
す
る
住
民
ニ
䤢
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
の
今
回
の
行
財
政
改

革
の
趣
旨
は
理
解
す
る
も
の
で
あ

る
が
䣬
統
合
再
編
に
よ
り
住
民
・

行
政
サ
䤢
ビ
ス
が
後
退
す
る
こ
と

が
あ
䤌
て
は
な
ら
な
い
䣭 

よ
䤌
て
䣬
県
土
の
均
衡
あ
る

発
展
䣬
地
域
格
差
是
正
の
た
め

に
も
䣲
宮
崎
県
西
都
土
木
事
務

所
の
地
元
で
の
存
続
䣳
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
䣭 

台
風
災
害
等
に
係
る
早
期

水
稲
被
害
農
家
の
救
済
措

置
を
求
め
る
意
見
書(

要

旨) 
 

本
年
の
早
期
水
稲
は
台
風
四

号
・
五
号
の
度
重
な
る
襲
来
や
生

育
後
半
の
長
雨
・
日
照
不
足
等
の

影
響
に
よ
り
䣬収
量
の
大
幅
減
収
䣬

品
質
低
下
で
規
格
外
米
が
八
十

九
・
五
％
と
な
る
な
ど
䣬
か
つ
て

経
験
の
な
い
被
害
が
発
生
し
た
䣭

収
入
額
が
例
年
を
大
き
く
下
回
り
䣬

農
家
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

る
と
と
も
に
䣬
日
本
人
の
主
食
で

あ
る
米
に
と
䤌
て
極
め
て
深
刻
な

事
態
と
な
䤌
て
い
る
䣭
今
回
の
災

害
は
䣬
収
穫
・
出
荷
し
て
初
め
て

被
害
の
状
況
を
確
認
で
き
た
と
い

う
特
異
な
ケ
䤢
ス
で
あ
䤌
た
た
め
䣬

被
害
申
請
を
行
䤌
た
農
家
は
農
業

共
済
加
入
の
五
十
三
・
六
％
で
あ

り
䣬
被
害
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら

ず
共
済
制
度
の
救
済
措
置
を
受
け

ら
れ
な
い
事
態
と
な
䤌
て
い
る
䣭

よ
䤌
て
䣬
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
配
慮
を
頂
く
よ
う
要
望
す
る
䣭 

一
䣬
農
業
共
済
制
度
の
共
済
金
の

早
期
支
払
い
と
䣬
品
質
低
下
も
評

価
す
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
䣭 

二
䣬
未
申
告
で
被
害
の
あ
䤌
た
農

家
に
対
し
Ｊ
Ａ
等
へ
の
出
荷
検
査

実
績
に
基
づ
い
た
共
済
制
度
と
す

る
等
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
䣭 

三
䣬
被
害
発
生
の
原
因
究
明
と
再

発
防
止
対
策
を
構
築
す
る
こ
と
䣭 



 
6 

緊 

急 

質 

問 

八
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
中
野
勝
議

員
が
西
都
市
に
対
し
て
慰
謝
料
を
求

め
た
控
訴
審
判
決
の
行
政
報
告
に
対

し
て
緊
急
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
勂 

  
 
 
 
 
 

共
産
党 

狩
野
保
夫 

 
  

中
野
勝
市
議
会
議
員
が
西
都
市

に
対
し
慰
謝
料
等
を
求
め
た
訴
訟

の
控
訴
審
の
判
決
が
䣬
去
る
七
月

二
十
五
日
福
岡
高
等
裁
判
所
宮
崎

支
部
で
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
の
で
䣬

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
䣭 

 

こ
の
訴
訟
は
䣬
平
成
十
七
年
十

二
月
二
十
日
に
西
都
市
議
会
が
中

野
市
議
の
議
員
辞
職
勧
告
を
決
議

し
た
こ
と
で
䣬
名
誉
を
傷
つ
け
ら

れ
た
と
し
て
䣬
国
家
賠
償
法
に
基

づ
き
西
都
市
に
対
し
䣬
五
百
万
円

の
慰
謝
料
と
新
聞
で
の
謝
罪
広
告

を
求
め
た
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
ま
し

た
が
䣬
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十

二
日
宮
崎
地
方
裁
判
所
の
判
決
に

お
い
て
い
ず
れ
も
棄
却
と
さ
れ
䣬

こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
䣭 

 

控
訴
審
で
は
䣬第
一
審
と
同
様
䣬

議
員
辞
職
勧
告
決
議
の
目
的
䣬
セ

ク
ハ
ラ
の
有
無
が
争
点
と
な
り
ま

し
た
が
䣬
裁
判
長
は
䣬䣲
議
員
辞
職

勧
告
決
議
は
䣬
公
共
の
利
害
に
関

す
る
事
実
に
係
り
䣬
専
ら
公
益
を

図
る
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
り
䣬

そ
の
内
容
も
真
実
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
宮
崎
地
裁
の
判
決
は

相
当
で
あ
る
䣳
と
し
て
䣬
い
ず
れ

も
控
訴
を
棄
却
し
ま
し
た
䣭 

 

な
お
䣬
こ
の
判
決
は
䣬
中
野
市

議
が
上
告
さ
れ
な
か
䤌
た
た
め
䣬

八
月
九
日
に
確
定
い
た
し
ま
し
た
䣭 

問
① 

五
つ
の
会
派
䦼
市
民
ク
ラ

ブ
䣬
市
政
会
䣬
新
風
会
䣬
真
政
２

１
䣬
共
産
党
䦽
九
名
の
議
員
は
䣬

臨
時
議
会
で
報
告
さ
れ
る
䦼
中
野

勝
議
員
が
西
都
市
に
対
し
て
慰
謝

料
を
求
め
た
控
訴
審
判
決
の
䦽䣲
行

政
報
告
䣳
に
䣬
イ
・
裁
判
の
争
点

や
判
決
文
に
沿
䤌
た
内
容
を
加
え

る
こ
と
䣬
ロ
・
一
審
䣬
二
審
を
通

じ
て
西
都
市
が
支
出
し
た
裁
判
の

費
用
を
報
告
に
入
れ
る
こ
と
等
を

要
請
し
た
が
䣬
市
長
は
こ
れ
を
か

た
く
な
に
拒
否
さ
れ
た
䣭 

 

今
回
の
裁
判
は
現
職
の
議
員
が

西
都
市
を
訴
え
䣬
裁
判
費
用
と
し

て
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
に
䣬

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
報
告
を
求

め
た
の
に
な
ぜ
拒
否
さ
れ
た
の
か
䣭 

答 

行
政
報
告
は
前
も
䤌
て
修
正

せ
よ
と
い
う
問
題
で
は
な
い
䣭
反

省
す
べ
き
点
は
あ
る
が
䣬
修
正
す

る
必
要
は
な
い
と
思
䤌
て
い
る
䣭 

問
② 

一
審
・
二
審
を
通
し
て
西

都
市
が
支
出
し
た
裁
判
費
用
は
䣭 

答 

弁
護
士
着
手
料
・
謝
金
䣬
証

人
出
廷
謝
金
等
で
百
六
十
七
万
二

千
六
百
五
十
円
で
あ
る
䣭 

問
③ 

裁
判
に
関
わ
䤌
た
市
職
員

の
人
件
費
や
出
張
費
等
の
費
用
は
䣭 

答 

計
算
し
て
報
告
し
た
い
䣭䦼
約

百
七
万
五
千
円
と
の
報
告
䦽 

 

議
員
辞
職
勧
告 

決
議
案
呜
可
決 

議
員
提
出
議
案
と
し
て
勁勇
中
野

勝
議
員
の
議
員
辞
職
を
求
め
る
勧

告
決
議
厑
案
厒勈
が
提
出
さ
れ
審
議

を
行
い
勁
採
決
の
結
果
勁
全
会
一
致

厑
退
席
者
八
名
厒
で
可
決
と
な
り
ま

し
た
勂
提
出
さ
れ
た
決
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
勂 

   

市
議
会
議
員
中
野
勝
君
が
西
都

市
を
相
手
取
䤌
て
起
こ
し
た
国
家

賠
償
法
に
よ
る
民
事
裁
判
の
二
審

判
決
が
本
年
七
月
二
十
五
日
に
下

さ
れ
た
䣭 

 

そ
の
判
決
は 

䦼
一
䦽
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
䣭 

䦼
二
䦽
控
訴
費
用
は
控
訴
人
の
負 

担
と
す
る
䣭 

と
の
内
容
だ
䤌
た
䣭 

 
こ
の
裁
判
は
䣬
平
成
十
七
年
十

二
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会

の
定
例
議
会
に
お
い
て
䣬
訴
訟
人

中
野
勝
君
が
䣬
議
員
辞
職
勧
告
決

議
の
中
で
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
行
䤌

た
旨
を
摘
示
し
た
こ
と
が
名
誉
毀

損
に
当
た
る
と
主
張
し
て
䣬
国
家

賠
償
法
に
基
づ
き
䣬
慰
謝
料
と
し

て
五
百
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日
䦼
本

件
決
議
日
䦽
か
ら
支
払
い
済
み
ま

で
民
法
所
定
年
五
分
の
割
合
に
よ 

 

 

る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る

と
と
も
に
䣬
名
誉
毀
損
行
為
に
対

す
る
回
復
措
置
と
し
て
謝
罪
広
告

を
求
め
た
事
案
で
あ
る
䣭 

 

本
件
の
争
点
は
䣬 

䦼
一
䦽
被
控
訴
人
の
市
議
会
議
員

ら
に
公
益
目
的
が
あ
䤌
た
と
い
え

る
か
䣭 

䦼
二
䦽
控
訴
人
が
控
訴
人
経
営
の

店
舗
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た

女
子
高
生
二
名
に
対
し
て
そ
の
胸

を
触
る
等
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
行

䤌
た
か
䣬
取
引
先
の
従
業
員
に
対

し
て
嫌
が
ら
せ
行
為
を
行
䤌
た
か
䣭 

䦼
三
䦽
仮
に
そ
の
よ
う
な
事
実
が

な
い
と
し
て
䣬
被
控
訴
人
の
市
議

会
議
員
ら
が
控
訴
人
が
そ
の
よ
う

な
セ
ク
ハ
ラ
行
為
等
を
行
䤌
た
と

信
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理

由
が
あ
䤌
た
と
い
え
る
か
䣭 

䦼
四
䦽
控
訴
人
の
慰
謝
料
と
し
て

認
め
ら
れ
る
べ
き
損
害
額
䣭 

䦼
五
䦽
名
誉
毀
損
行
為
に
対
し
て

謝
罪
広
告
を
認
め
る
こ
と
の
相
当

性
の
五
点
で
あ
る
䣭 

 

原
判
決
䦼
平
成
十
八
年
十
二
月

二
十
二
日
言
渡
し
䦽
は
䣬
上
記
争

点
䦼
一
䦽
に
つ
い
て
公
益
目
的
が

あ
る
と
認
定
し
䣬
争
点
䦼
二
䦽
に

つ
い
て
䣬
本
件
摘
示
事
実
は
い
ず

れ
も
真
実
で
あ
る
と
認
定
し
䣬
そ

の
余
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
ま

で
も
な
く
控
訴
人
の
主
張
は
認
め 

 

ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
控
訴
人
の

請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
䣭 

 

そ
こ
で
䣬
控
訴
人
が
本
件
控
訴

に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
䣬
本
判

決
は
䣬
原
判
決
と
同
様
の
判
断
を

し
て
䣬
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
も

の
で
あ
る
䣭 

 

こ
の
判
決
は
䣬
中
野
勝
君
が
上

告
し
な
か
䤌
た
た
め
八
月
九
日
に

確
定
し
た
䣭 

 

こ
れ
は
公
職
に
あ
る
市
議
会
議

員
に
対
す
る
判
決
で
あ
り
䣬
中
野

勝
議
員
が
市
議
会
議
員
に
対
す
る 

市
民
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
た
責
任

は
極
め
て
重
大
で
あ
る
䣭 

 

よ
䤌
て
䣬西
都
市
議
会
は
三
度
䣬

中
野
勝
議
員
に
対
し
て
社
会
的
・

道
義
的
責
任
と
議
員
と
し
て
の
自

覚
欠
如
を
真
摯
に
受
け
止
め
䣬
速

や
か
に
議
員
を
辞
職
さ
れ
る
よ
う

強
く
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
䣭 

 

以
上
䣬
決
議
す
る
䣭 

 

䢙 

議
会
報
編
集
委
員
会 

䢙 

委

員

長 
 

井 

上 

久 

昭 

副
委
員
長 

 

狩 

野 

保 

夫 

委 
 

員 
 

田 

爪 

淑 

子 

〃 
  
 

北 

岡 

四 

郎 

〃 
 
 

 

内 

藤 

邦 

弘 

〃  
 
 

中 

野 
 
 

勝 

〃  
 
 

浜 

砂 

松 

生 

〃  
 
 

吉 

野 

元 

近 

〃  
 
 

井 

上 

照 

也 

行 

政 

報 

告 


